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多様な都市活動を支える快適なまち

【都市整備分野】

６

政策 6-1 いきいきと暮らせるまちづくりの推進

秩序ある市街地の形成と中心市街地の再生

（611-01）

多核心連携を目指したコンパクトな

まちづくりの推進（611）

ユニバーサルデザインのまちづくり（612-01）

快適な住環境の整備（612-02）

快適に暮らせるまちづくりの推進

（612）

地域の特性をいかした景観の誘導（613-01）

伝統的な景観の保全と形成（613-02）

地域の特性をいかした景観の形成

（613）

政策 6-2 まちを結ぶ快適なネットワークの形成

公共交通機関の整備（621-01）

利用しやすい交通環境の整備（621-02）

交通体系の整備（621）

広域道路網の整備（622-01）

生活道路の整備（622-02）

道路網の整備（622）

情報通信基盤の整備（623-01）高度情報化の推進（623）
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基本施策 611 多核心連携を目指したコンパクトなまちづくりの推進
（24 年度事業費 4,472,710 千円）

身近な生活圏を中心とした拠点地域づくりと、多機能で魅力的な核となる中心市街地の再生を

図るとともに、それらを公共交通ネットワークなどで結び、相互に機能分担する、暮らしやすい

まちを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

魅力と賑わいがある中心市街
地が整備されている

％ 23.3 25～50

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

土地区画整理事業施行済面積
（累計）

ha 784.8 858.8

市街地再開発事業実施地区面積
（累計）

ha 5.20 6.20

中心市街地（長野銀座地区）
の歩行者通行量

人 23,555 25,440

市内の地域循環バス・空白型
乗合タクシー・中山間地域輸
送システムの年間利用者数

万人 27 28

重点施策……主要事業は、重点施策 14 ページに掲載
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基本施策 612 快適に暮らせるまちづくりの推進 （24 年度事業費 669,137 千円）

ユニバーサルデザインを取り入れた公共施設などの整備や快適な住環境の整備により、暮らし

やすいまちづくりを推進し、住み続けたくなるまちを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

公共施設や歩道は、すべての
人にやさしく暮らしやすいつ
くりとなっている

％ 21.2 25～50

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

歩車道の段差解消箇所数
（累計）

か所 207 327

建築協定及び地区計画数
（累計）

件 26 33

市営住宅の空家率 ％ 16.7 14.0

ユニバーサルデザインのまちづくり （24 年度事業費 6,000 千円）

施策

612-01
目標：ユニバーサルデザインを取り入れたまちづくりを推進し、すべての人が安心し

て行動できる、やさしい環境を目指します。

【612-01 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

歩車道段差解消工事
24 年度 20か所
25 年度 20か所
26 年度 20か所

あんしん歩行
空間事業

[道路課]

交差点等の歩道巻込み部や
横断歩道に接続する歩車道
の段差を解消する。
・事業期間：H15～H30

24年度事業費 6,000 備考 H30 終了

・点字ブロックの敷設
・歩道段差解消工事
・身体障害用トイレの設置
・手すり（スロープ）の設置

やさしいまち
づくり推進

131-03 掲載

[障害福祉課]

障害のある人や高齢者等が
安心して外出できるまちと
なるよう、市有施設及び市
管理道路を整備する。

24年度事業費 (7,600) 備考
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快適な住環境の整備 （24 年度事業費 663,137 千円）

施策

612-02
目標：建築協定や地区計画などによる市民主体のまちづくりの支援、住宅等の安全性

の向上などにより、だれもが快適に暮らせる住環境を目指します。

【612-02 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

分析調査・除去に対する補助
24 年度 分析調査 ５件
25 年度 分析調査 ５件、アスベスト等除去 １件
26 年度 分析調査 ５件、アスベスト等除去 １件

アスベスト飛
散防止対策事
業補助金

[建築指導課]

多数の者が利用する建築物
に露出して吹き付けられて
いるアスベスト等の分析調
査費及び除去工事費に対し
て、補助金を交付する。

24年度事業費 250 備考

・住宅相談の実施
・住宅情報の提供

住宅情報提供

[住宅課]

住宅総合相談窓口（もんぜ
んぷら座４階 市民相談室）
で、住宅の新築・リフォー
ム等の総合相談及び住宅関
連情報を提供する。

24年度事業費 120 備考

既存市営住宅の環境整備
・住戸改修工事
・下水道接続工事（北五明東団地）
・耐震補強工事（若里団地） ほか

住宅改修

[住宅課]

住戸改善・下水道接続工
事・耐震補強工事等、既存
市営住宅の環境を整備し、
住環境の向上を図る。

24年度事業費 77,030 備考
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基本施策 613 地域の特性をいかした景観の形成 （24 年度事業費 213,748 千円）

歴史や文化に育まれた建造物等を保存しながら、恵まれた自然環境と調和する、地域の特性を

いかした景観を形成し、市民が誇りと愛着を感じられるまちづくりを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

歴史的街並みや自然環境に調
和した景観が整備されている

％ 42.7 50～70

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

景観形成市民団体の認定数
（累計）

団体 6 8

景観重要建造物の指定数
（累計）

件 5 8

街なみ環境整備事業の進捗率
（累計）

％ 42.0 100

地域の特性をいかした景観の誘導 （24 年度事業費 10,991 千円）

施策

613-01
目標：市民や事業者の景観意識の高揚を図るとともに、豊かな自然環境や眺望などに配慮

した、地域の特性をいかした景観形成の誘導を目指します。

【613-01 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・長野市景観賞の表彰、表彰作品めぐりの実施
・都市デザインフォーラムの開催
・大規模行為の届出受理及び景観指導
・景観形成市民団体の認定及び指導
・景観づくりガイドラインの作成 ほか

都市景観計画

[まちづくり推
進課]

長野市が有する、優れた自
然環境や歴史的資産、伝統
文化に根ざした景観形成を
推進するとともに、景観に
対する市民意識の高揚を図
る。 24年度事業費 6,086 備考

伝統的な景観の保全と形成 （24 年度事業費 202,757 千円）

施策

613-02
目標：地域の特性をいかした歴史ある街並みの保全・整備により、伝統と文化を感じ

られる景観の形成・継承を目指します。

【613-02 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

景観重要建造物に対する補助
24 年度 １か所、25年度 ２か所、26 年度 ２か所
景観形成市民団体に対する補助
24 年度 ２団体、25年度 ２団体、26 年度 ２団体

景観重要建造
物補助金ほか

[まちづくり推
進課]

良好な景観形成に重要な役
割を果たしている建造物等
を景観法に基づく「景観重
要建造物」等に指定し、そ
の保全に努め、市民の景観
意識の高揚等を図る。 24年度事業費 3,000 備考

24～26 年度
・院坊通り電線類地中化工事
25～26 年度
・道路美装化工事
・照明設備工事

善光寺周辺地
区街なみ環境
整備

[まちづくり推
進課]

善光寺周辺地区の歴史的な
景観の保全・再生を図るた
め、門前町にふさわしい街
なみ環境を整備する。
・地区面積：約 13.5ha

24年度事業費 149,909 備考
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事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

24～26 年度
・殿町代官町線他道路美装化工事
24～25 年度
・旧松代藩鐘楼広場整備工事

松代地区街な
み環境整備

[まちづくり推
進課]

松代地区の歴史的な景観の
保存・活用を図るため、真
田十万石の城下町にふさわ
しい街なみ環境を整備す
る。
・地区面積：約 72ha 24年度事業費 43,801 備考

戸隠地区内の伝統的建造物・工作物等の基礎調査戸隠地区街な
み環境整備

H24 新規

[まちづくり推
進課]

戸隠神社とその門前に発達
した宿坊群等の歴史的景観
の保全・再生を図るため、
街なみ環境を整備する。

24年度事業費 2,000 備考
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基本施策 621 交通体系の整備 （24 年度事業費 1,558,183 千円）

市民・地域・事業者・関係団体・行政が一体となった交通体系の整備を推進し、環境負荷の軽

減を考慮しながら交通の円滑化を図り、市民や観光客が快適に市内を移動できる公共交通が充実

したまちを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

公共交通機関が、利便性と環
境負荷の軽減を考慮しながら
整備されている

％ 21.6 25～50

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

市内路線バスの年間利用者数 万人 717 739

市内の地域循環バス・空白型
乗合タクシー・中山間地域輸
送システムの年間利用者数

万人 27 28

市内鉄道駅の年間利用者数 万人 3,895 4,012

重点施策……主要事業は、重点施策 17 ページに掲載
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基本施策 622 交道路網の整備 （24 年度事業費 5,433,530 千円）

都市機能を支える体系的な道路ネットワークを形成するとともに、市民に身近な生活道路の整

備・改善を図り、歩行者や車が安全で円滑に移動できるまちを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

日常生活において、使いやす
い道路が整備されている

％ 36.0 50～70

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

都市計画道路の整備率 ％ 56.1 60.0

生活道路（市道）の整備延長
（累計）

km 1,786 1,810

歩道・自転車歩行者道など（市
道）の整備延長（累計）

km 288 294

広域道路網の整備 （24年度事業費 2,905,720 千円）

施策

622-01
目標：広域幹線道路をはじめ、市内の幹線道路網を体系的に整備することにより、円

滑に移動できる道路ネットワークの確立を目指します。

【622-01 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

街路事業
24～26 年度 ＪＲ工事委託、道路改良工事、雨水調整

池工事、事業用地取得 ほか

北部幹線改良

[都市計画課]

北部地域と中心市街地を結
び、市街地を囲む外環状線
を形成する地域高規格道路
を整備する。
・事業期間：H19～H29
・Ｌ＝1,240ｍ、Ｗ＝22ｍ 24年度事業費 1,678,000 備考 H29 終了

都市計画街路負担金の支出
24 年度 高田若槻線、長野真田線

街路整備県工
事負担金

[都市計画課]

県が市内で実施する街路事
業に対して、その事業費の
一部を負担する。

24年度事業費 152,500 備考

主な事業
・矢平保玉線改良〈H28 終了〉

・影山岩戸線改良〈H26 終了〉

・共和今井線改良〈H25 終了〉

・田野口小田原線改良〈H26 終了〉

・中村田頭線改良〈H24 見直し〉

・椛内大八橋線改良〈H32終了〉

・若槻 474号線改良〈H26終了〉

・古里 327号線改良〈H25終了〉 ほか

幹線市道新設
改良

[道路課]

円滑な道路ネットワークを
構築するため、市道の新
設・改良工事を実施する。

24年度事業費 865,000 備考

県工事負担金の支出
県道道路新設
改良負担金

[道路課]

県道の整備促進により、交
通渋滞の緩和や高速ネット
ワーク化を図るため、県事
業による県道の舗装・改良
等の事業費の一部を負担す
る。 24年度事業費 10,000 備考
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事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

橋りょうの補修・補強工事
24 年度 調査設計 長谷こ線橋（篠ノ井）

補修工事 家老橋（鬼無里）

橋りょう安全
点検管理

[維持課]

計画的な点検や長寿命化工
事などにより、橋りょうの
安全性の確保を図る。

24年度事業費 22,500 備考

生活道路の整備 （24 年度事業費 2,527,810 千円）

施策

622-02
目標：生活道路などの整備を図り、日常生活を支え、安全で安心して利用できる道路

環境を目指します。

【622-02 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

主な事業
・長野大通り線歩道舗装〈H26 終了〉

・中曽根門沢線改良〈H24見直し〉

・東外環状線関連事業〈H24 見直し〉

・芦ノ尻御曹子橋線改良〈H26 終了〉

・古里 343号線改良〈H28終了〉

・更北大塚線改良〈H24 見直し〉

・畑山一ノ瀬線改良〈H26終了〉 ほか

生活道路新設
改良

[道路課]

日常生活を支える道路の機
能性・利便性を高めるため、
市道の新設・改良工事を実
施する。

24年度事業費 687,000 備考

・市道改良小規模（現道の拡幅改良）
・市道舗装小規模

（砂利道の舗装や傷んだ舗装の更新）
・市道側溝整備小規模
（側溝の新設や老朽化した側溝の改修）

市道小規模

[道路課]

安全・安心な通行を確保す
るため、市道の比較的小規
模な箇所の改良工事を実施
する。

24年度事業費 839,577 備考

・所有権移転に伴う測量及び土地購入費等
・道路整備工事

狭あい道路整
備

[建築指導課]

建築基準法に基づき、狭あ
い道路の後退用地を取得
し、道路形状に整備する。

24年度事業費 159,327 備考

街路事業（松代地区の歴史的道すじの道路整備）
24 年度 道路改良工事 ほか松代地区歴史

的道すじ整備
事業

[都市計画課]

歴史的環境の保全や個性あ
ふれるまちづくりのため、
松代地区で、車と歩行者の
調和を考慮した道路を整備
する。
・事業期間：H８～H24
・Ｌ=4,060ｍ、Ｗ=4～10ｍ 24年度事業費 12,300 備考 H24 終了
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基本施策 623 高度情報化の推進 （24 年度事業費 116,172 千円）

日常生活の中で、だれもが情報通信技術の利便性を受けることができる環境をつくり、高度情

報化に適応したまちを目指します。

後期基本計画期間の実績値アンケート指標
（市民が思う割合）

単位
現状値
（H23） H24 H25 H26 H27 H28

目標値
（H28）

高速インターネットなどの情
報通信サービスを利用できる
環境が整っている

％ 32.5 50～70

後期基本計画期間の実績値基本施策指標
（成果を示すもの）

単位
現状値

（H22） H24 H25 H26 H27 H28

目標値

（H28）

フルネットセンターの年間
利用者数

人 12,524 16,900

長野市公式ホームページのトッ
プページへの年間アクセス件数

万人 194 228

情報通信基盤の整備 （24 年度事業費 116,172 千円）

施策

623-01

目標：地域の情報格差の解消や市民の情報活用能力の向上を図り、日常生活の中で、

だれもが情報通信技術の利便性を等しく受けることができる情報通信環境を目指しま

す。

【623-01 主要事業】 （金額：千円）

事 業 名 事 業 概 要 平成 24～26年度の事業内容

・インターネット体験コーナーの設置
・各種パソコン教室の開催
・情報通信機器・映像系機器等の維持管理
・スタジオを利用した情報発信
・インターネットテレビ放送 ほか

フルネットセ
ンター活用

[情報政策課]

地域情報化の拠点として、フ
ルネットセンターにパソコ
ンをはじめとする情報通信
機器を設置し、施設の活用を
図る。

24年度事業費 53,031 備考

24 年度 文書管理システム構築
25 年度 文書管理システム構築、全庁ネットワーク更

改
26 年度 全庁ネットワーク更改

電子市役所推
進事業

051-01 掲載

[情報政策課]

電子市役所構築に向け、第三
次長野市高度情報化基本計
画に基づき、情報流通基盤の
整備等を実施する。

24年度事業費 (282,258) 備考


